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（一）
私は次のような規準を設定してビルマ語助詞の分類をこころみた。
1．格助詞、何らの情意も含まぬ因果論理関係のもの。
2．添意助詞、何らかの情意を含むもの。
3．ka助詞、時問、位置、方角に関する語の後に置かれるもの。
4．接続助詞1、単に接続の役目をしているもの。
5．接続助詞豆、「このよう｝e　」というようなつなぎ言葉であるもの。
6．構成的助詞1、数個並ぶ中に動詞その他を含めて最後に助詞を伴うもの。
7．構成的助詞H、前後に異った助詞を有するもの。
8．構成的助言覗、強調性を有するもの。
9．副詞的助詞1、副詞的要素を持ち、名詞・代名詞の後に置かれるもの。
10，副詞的助詞K、副詞的要素を持ち、動詞、形容詞の後に置かれるもの。
11・名詞的助詞1、hpyip助詞に過ぎなv・が慣用的のもの。
12．名詞的助言魂、目的を示すもので、形式が名詞的であるもの。
ヱ3．名詞的助詞還、何れも接頭辞を有し、形式が名詞的であるもの。
14．助動詞X助詞1、一つの助動詞の変形と助詞が結合したもの。
15．助動詞×助詞窒、二種の助動詞と二種の助詞の混酒したもの。
注
1）因格助詞の！gおよび接続詞1においては助詞は動詞の後に置かれる。
2）格目的中には「何々の為に」が含まれず、これは名詞的助詞嚢および璽で見る。格以外の
　　dQ助詞は一般に「時」と関係が深い。
3）hnl、　n¢、　hnEと分類はいろいろあっても共通する。
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　1．6i
　2．hま
　3．k6，96
　4．6Q
　5．　si，　z1
　　6．hta籍
　7．hnai？
　8．a：
　9．hma
10．　tw範，　dwi乃
11．1
（12．）ye
13。　hni，　n婁
14．　hpy圭η
15．　gyauη
16．　mo
17．　nε
18．10
19．　ywe
20．dっ
21。1ε：
（22．）　k5：，95：
（23．）　y5：
24．　kξ紅，gξし
25．hma
26．ga：
27．　m遺
　28．　　kξヒ，　9ξし
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v
は
も
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29．hma
30．　hpyi舜
31．9皐
（32．）加
33．dD
34．　（yξし）dp
35．10
36．hu
37．　　（h這）　yw¢
38．b6　mε
　39．　　δ5　1i：　（1歪：）
40．Iyε？
41．y埆：
42．pyi：
43．ywΦ
44．y三動
45．　玉y埆，h玉y幻
（46．）　kξし，94
［47．コya
48．　k盃，ga
〈49．＞　nau？　py茎：
　　　　da　ne
　　　　da　gyaUlj
　　　　d翫b6　mε
　　　　di
　　　　did？
　　　　di　l6　s6　yif⊃
　　　　§；d至dっ
ならば
ならば
それから
それで
だから
しかし
その
そこで
それなら
そこで
　　　　§：d1
　　　　歪：di　hma
　　　　aht唾：Oahpyi！3
　　　　6Q　hpy幻
　　　　　　　　　　　　　●
　　　　60hni
　　　　wa
　　　　δo　mahouつ
　　　　dag§dQ
〈50．＞94as4　pyg　ywβ
　　　　hpyi71i13　gaza：
　　　　　　　　　　　　
●
　　　　s6　dal6
　　　　hma愛｝6ahmy4
　　　　aりdD：hga
　　　　se幻d。：h導a
　　　　sE　gyiな：hなa
　　　　a圭Qhlja
〈51．＞lagaug：＿．．．
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かくして
かくして
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または
実は
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ではあるけれども
いうように
限り
ために
ため
するため
のため
　　　　　　　　　　　　　　　1agaug：
　　　　　　　　　　　　　　　あるいはまた
　　　　ta圭i　．．●．．．　tatai｝
　　　　tach1．．＿　tahlε
　　　　tamy6：．＿．．　tahpO籍
　　　　　　　　　　　　　　　同　上
（52．）注参照
（53．）htεP，　dε？　　　　　　よりも
（54．）hmya，　hm孕　　　　も
（55ウlau？　　　　　　　　　ほど
（56．）　1δ　　　　　　　　　　　　ように
（57．）si，　zi・　　　　　つつ
（58．）b幻　　　　　　　　では
（59．）ht歪：，　dE：　　　　　　　しか
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（60．）　bε：
（61．）δa
（62．）　gyl：
（63．）　ta司：，　dai癖：
（64．）　tau通
（65．）　au歪う
（66．）　li：，　i巨：
（67．）1Q
（68。）　hmξし
69．　htε？，　dε，
70．tau癒
71．hmy孕
72．1au？
73．16
74．si，　zi
75．b勾
76．　ht§：，　d巨：
77．　hp歪：，　b巨：
78．6盃
79．gy1：
80．　tai重う：，　dai茸｝：
81．au通
（82●）　　1i：，　　1ε：
83．lo
84．hma
「85．J　a：h茎）yin
（86．）　hpg，　bQ
（87．）　ya通
88．ahPQ
　　　　atwε？
だけ
のみ
ばかり
ごとに
さえも
至るも
しても
V・るわけに
しなければ
も
によつて
ために
ために
　89．aht呈
　　　　　　　　咽
（90．）　ayξ年
「91．」atwi寿：
「92．」　ahtε：
「93．」　anε？
「94．」　apy鱒’
「95．」　asa：
　（96，）　hnl　at嚢
　（97．）　hnli　anyi
（98．）　hnl　ah鶏yξし
（99．）　hnl　alaip
（100，）　h垣　a！yau？
（101．）璃dagw4
102．　atai勇
1◎3．　6ayw¢
104．　δahmy4
105．　eahpy功
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以内に
うちに
なかに
そとに
かわりに
とともに
にしたがつて
に等しく
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1◎6．
107．
108．
109．
110．
110．
eakξd？，
6alδ
6a正au7
6a
hma
hmab：
（111．）　pa
（112．）　hpyip　s6
注：1．
　　　2．
　　　3．
　　　4．
　　　5．
6ageCt？
ともに
であつても
（）印は複助詞表には示さない。
〔コ印は一応加えて置く意昧L
〈〉印は特殊のもの。
「」印は両方に訳を出す。
52．例：
nξ　一一．．．．bya通
のに．＿．．すると
hpy圭q　．．．．．．　b§：
さえ＿＿なのに
（三）
6ii玉：
6i　hpy麺
　　　　　　　●
6iga
6im貢ga：
6i　hma
δihm盃9き：
6三bi尋
6i　6農
δigδ
6更dw麺
も
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だけ
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6ih翠
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ha　n＄　IE：（hnl　li；）
ha　nεmo
h義　ne　ta艮轟
ha　ne　6a
ha　gya購
ha　gyau！36a
ha　mo
hadっ
ha　d？hpy圭鶏
h巨1ε：
hゑ1§：b歪：
hag5：
hay5：
ha　9孕
ha　94⑳
ha　941§：
h護94hm皐
ha　9孕6a
ha　hpyi1〕
ha　hpyh3　dp
h盃hma
hadε？
ha　dε？　tau鳶
ha　tau通
h護玉au？
h言　1au？　宅つ
ha　laup　taub
h護iau？e言
h設bi5
h浸b葦
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haδa
ha　gy1：
ha　gyauO
ha
ha　hma通；9δ
h浅　hmai〕：tau導
96d？
96d？hpy三i］
961ε：（ll：）
9090；
goyつ：
96hm4
96hm46a
9δhrnξ江tauう
9δ　hm4　b§：
96hm4　li：
9δhm盃hm4
go　ga：
90mu　ga：
966？ga：
9094
9δ94玉歪：
9094yo：
9δ9ξもtau弓
969ξLtau角hmξし
got我U弓
96tauf〕h恥ξし
96bE：
9662
96　　δfi　tauf｝
だけが
だけを
のため
そういうことを
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は
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さえも
だまを
だけでも
に限つて
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には
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が
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も
からさえも
からさえも
へも
へさえも
だけを
だけを
さえも
966護bi通
96δagyi：
9δ　6a　hpy1り
go　gyl：
96gyi：b歪：
9δba
96δ？
966g　Iagau茸｝：
6gdg
δQI§：（h：）
60m貸
δgmαga：
δQtaub
6Q　ta鴫hma
6gb均
6Q　6a
δggyi：
6Qgy茎：δa
zigδ
z玉96dg
z至96d？hpyiη
z宝　　96　　1§：　　（li：）
zi　6？
zi　606a
z至hma
zi　hm言6a
zi　hma　dっ
z至1歪：
zigう
さえも
ばかりを
をのみ
だけを
だけを
とともに
は
あるいは
へは
へも
へは
へは
へも
へさえも
ヘ
へのみ
へだけ
へばかリ
ヘ
へは
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へは
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zl　yo：
z19孕
z至9孕d？
zigξLlを：、（銭：）
Z194　ta購
z璽9孕taui〕hm孕
zi　tauO
zi　tau通hm参
zib巨：
Z至6a
ZI　gy1：
Z宝gy1：6護
z三ahti
hta覇96
h宅a壼｝9δ　m丘
hta｛｝9δ　rn｛i　ga：
hta瘡　96　6a
hta毎　96　b埆
htaミ｝96　6a　b鱒
h宅a寿δ9
htai〕　δQ　　6a
hta通hnaiつ
hta籍　hna童，　ea
hta而ga
hta通9孕bi通
htai〕　9ξし6a
hta通ga：
（hnai，　w§）
hnai，　k護：
hna圭？　1璽：
へも
から
からは
からも
からさえも
からさえも
へも
からも
へばかリ
へだけ
へだけ
へだけ
ところまで
へ
へは
へは
へだけ
へさえも
へだけ
へ
へだけ
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から
からも
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には
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hna圭？m貢
hnai？m模9護：
hnai？hma　hpyig
hnai？oa
hna量70a　ly湧
h紅a呈POξ毫b三f〕（lyiij）
hnai，　bi巧
E：11：
hma　d3
hma　15：（ll：）
hma　g5：
hma　y5：
hma　hma
hma　g護：
hm2　hpyi1〕
hma　hpyiηi1：
hm護hpyip　dp
hma　tau匂
hma　ta繭hma
hma王au？
h恥言玉au？h狙a
hma　lau？　tauij
hma　bε：
hma　6a
hrna　6護　gyi：
hma　gyil
hm護b鱒
hma　biij　lyyio
dwi舜hma
dwi寿hnai？
には
には
には
にだけ
にだけ
にだけ
には
にも
には
にも
は
にも
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は
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には
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ほど
ほどには
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dwi奪hnai？k凌：
twi奪hnai♪mU
dwi通hnaip　ma　9互：
dw圭寿hna三P　b玉導
dwi君hnai？bi通lyi癖
dw圭通w巨
dwi弓tau通
dw量ii）ta瞬hm4
iakyδ：hなま
聡h言
nεha　mo
nεmo
nεmo　lo
ne　dg
nξ1至：
n495二
nεhma
nεhma　6a
n¢hpy麺
nξ　hpyiη　tau葛
ng　hpyil〕δa
聡taUB
nξtau籍hmξし
ne　tau通　hmξしb葦：
n号b9：
nξ6a
n寧gy1；
nξgyi二δa
nεat｛｝
hpylrp玉ε：（圭i：）
においては
においては
においては
においてさえ
においてさえ
には
にも
にさえも
のために
では
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だから
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では
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では
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で
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で
でだけ
でばかり
でばかり
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hpy加6a
hpyil〕tau角
hpy圭ηbi乃
gya環3　nξ　（hnl）
gyau！〕hnlδa
gyau13　hnl　b圭看
gya田〕hnl　b迂｝玉y場
gyau鶏mQ
gyaUlj　mQ　19
gyau1〕hpyilj
gyaUI〕hpyii〕6E
gyau：〕hpyi1〕6護　iy燐
gyaun　d？
gyau1〕1§二
gyau韮390：
gyaUl］mu
gyau13　mu　ga：
gyauη　htε？
gyau1〕hもε？tau巧
gya田3　htεP　tau通　b湧
gyaUO　bi通
gyau瑠6義
gyaUB　6銭mit
gya磁3　gy王：
gyaUl〕gyi：6a
gyau室〕gy五：b§二
mQ玉Q
mo　lo　6a
mo　6a
でだけ
でさえも
で
（わけ）で
で
で
でもつて
で
だから
で
でのみ
でのみ
では
でも
では
では
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だから
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聡6a
駕之au勾
ne　mg（玉O）
1gd？
玉QywΦ6浸
1Q　6a
ywΦδ議
dQ　hpyl珍
1S：bS：
94d？
9孕hm皐
94ta繭
hma　6董
hma　b5：
hma　6a
hma　ta哺
nξδ護
nξ｝5：
nξta萌
ga：m｛i　69
9置：6？
mu　ga：
949δ
9ξし96　h玉nξL
ga⑳
gq　d？IE；
941§：（li二）
94｝§：b巨；
9孕hm4
94hm46a
のだから
のに
だから
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9皐mu　ga：
ga　6？
94htε，
ga　htε？tauit
9争tauO
9嬢hma
94bi通
94b§：
9孕6a
gqδ51agaun：
94gy1：
9孕gy1：6盃
hma　do
hma　d？　hpyi13
hma　do
hmまy5：
hma　9舞
hma　m貢
hma　tau5
hma　hma
hma　lau？
hma　6a
hma　gy1：
hpy幼d？
hpyi弓m員
hpy幻δ？
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hpyil3　b鱒
hpyi1〕£au通
hm4　tau寿
dQ至巨：
d？hpy玉勾
dp　hpyit｝1を：
d？94
dっhma
dっhma　6a
（yξの　d？hpy麺
　　　　　　　　　　　　P
lQ　dg
191§：
IQ　95；
1g　hpy功
1Q　tau通
正gb§：
IQ　6a
正Qgyi：
ig　gy三：6義
h璽6a
（hのywe
（hのywq　d？
（h丘）ywΦiE；
（hのywΦga：
（hのywe　6Q
（htt）yw¢δ5　ga：
（hのyw孚bi乃
（ha）ywΦ6a
（ha）ywe　gy三：
（h負）yw¢hrn摩
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（ha）ywΦhma通：
b§meh：（1ε：）
651§：b§：
pyi：dp
lyε7　hml
lyε？tau匂hm孕
yi癒：hma
yi勇：hm46護
yi！〕：hmξしb通
yi薙：hma　tau勇
py董：dっ
py1：dつtau勇
pyi：dQ　tau均hm4
（pyi：）ywβ
（pyi：）yw¢b矯1y濁
（pyi：）ywΦ6a
（pyi：）　6？
（py茎：）hm4
（py至：）hm摩6a
yw¢hm塗
yw¢hnl
yw母ga；
ywo　hpyig
ywΦmu
yw孚mu　ga：
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y1ηtau通
y揃bib
yif｝b圭寿　1yi跨
y適6護
三yiめdg
玉y埆1i：
玉yi通9？；
（1yi｛｝謡hlyi均）
圭y埆d？
圭yi通　tau舜
1y幻　tau通　hrn皐
1yi鶏hmy4　hni
至yiめhmy4　hnl　bi通
玉y適b鱒
玉yl均δa
ya　dwiう
ya　hna呈，
ya　94
9袋hm4
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dεPta哺
dεPta函hm4
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王au？tつ
1au？　tau籍
｝au？tau導hmξし
1au？　hp羅：
王aup　es
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1au？　（a）　ht；
16mg
16d？
1619：
169う：
16y5：
圭6nξ
1δmQ
玉6hpyig
16htε7
圭6ta嫡
王6　　tau寿　　h1工蓑皐
王δbi勾
16bE：
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16gyi：
16d？
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16ta鴫
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zi　6巨
bif⊃玉yii］　（hlyi13）
b三1）δa
d葛：hni
d§：bS：
dE：6a
d巨：δ義
6嚢b埼
6agy三：
6a玉y埆
gy三：b埆
gyi：b歪：
gy三；6a
da量舜：bi呑
dai籍：6a
tauil　hm4
auηne
au勇d？
a嫡dg　hp蜘
a繭1ε：
a悶go：
auil　hni
au薙ga：
au舜　hpyi薙
aUI〕mu
au難mu　ga：
aub　htε？
aui〕　dε？　tau通
つつぐらい
つつだけで
つ？で
のみで
だけ
だけでもつて
だけで
だけで
だけ
だけが
だけが
だけが
だけを
だけを
だけを
どれも
すべてが
さえも
だけでは
までは
までは
までも
までは
だけでは
までは
までは
までは
までは
よりも
さえも
au重う　dε？　tauiう　hmξし
au鳶16
a貸坦66a
a鷺通　王6　gy至：
a贋勇16gyi：6a
a萌b幼
auめb巨：
au寿δa
au13　gy王：
1Ql謹：
1Q　tau導
圭Q96
10hma
h熱a6a
h！ηξkhpyilj
hmξL（daba二）
hm皐6a玉yi麺
言：h茎）yh〕δa
a：hpy圭13　taui〕hmξし
a：hpy呈！3δ？
盃：hpyi葦〕δ5　ga：
aphQ　96
ahPQδa
ahpg　atwε？
atwe？k6
atWε？　gyau！〕
atwε？gya陶6a
a乞Wε？gyau1〕鼓：
ahtl　tau看
atwi琢hnai？
ようにするよりも
ように
ようにだけ
ようにだけ
ようにのみ
までも
ようにだけ
ようにだけ
よう｝こ1まカ〉り
しても
しても
しても
して（こそ）
してこそ
しては
1・まカ》｝こ1ま
してこそ
よつてのみ
よつても
では
では
ためを
ためにのみ
ために
ためを
ために
ゆえにのみ
ためでも
までも
うちに
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aht§：hnai，
a11ε？hma
apy三員　hmξL
as設：hpyiq
ata｛i〕；　6a
ataif〕：　δa　　bii⊃
ata至i〕：6言bi量）ユyi乃
atai通：bi寿
ata圭f〕：bi噂　三y三乃
ata呈i］；biβ　ly童136護
6aywe　dg
6aywΦ1§：（ll：）
6aywo　mrt
6ayweδ5
6aywe　htε？
6ayw曾dε？£aub
6ayw母tau琢
6aywe　6護
6ayw孚gy玉：
6ahmyξ江61
6ahmy46a
6ahmyξし96
6ahmy3　hpyi！3
6ahmy4　hni
6ahmy毎dg
δahmy参1羅：
6ahmyξしhpyiq
δahmyξしdε？
6ahmy4　tau通
6ahmyξしhinξし
なかに
なかから
そとから
かわりに
ようにのみ
ようにのみ
ようにのみ
ように
ように
ようにのみ
した限りは
した限も
した限りは
した限り
したことよりも
したことよりも
したとしても
しただけ
しただけ
した隈りは
しただけは
しただけを
しただけで
しただけで
しただけは
したのも
しただけで
したよりも
したよりも
しただけも
δahmy4玉au？
6ahmya　b葦：
6ahmy46浅
（eahPW百bi尋）
（eahpw§6a）
（sabw§bi琢）
eahpy圭薙dq
θahpy圭ηli：
eahpyi王3之au通
eahpy呈1〕hmyξし
eahpyil〕iau？
9ahpyh〕bil〕
eahpy圭1〕6浸
Oakε　60　dっ
ea1（ε　60　難：
Oake　6Q　95：
eake　6Q　yo：
eakε60　m昼
eakξ　δQ　hpyiζ｝
Oakε　60　16
eakξ6Q　b至f〕
θakεδoδ盃
（eak跨6agε）
6alδhpy三1〕
δalδhni
6灘6dっ
6a161i：
6a1695：
6al6　hnl
6a16　　tau重｝
したほどは
しただけ
しただけを
のように
のように
のよう
したからには
したので
しても
したぐらいで
しただけで
したので
したから
のようには
のようにも
のようには
のようには
のようには
のように
のように
のように
のようにのみ
のようにして
のようにして
のようには
のようでも
のようには
のようにして
のよにさえ
＿
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6a玉6　tau舜　hmξと
6a玉6玉au？（hnl）
6a1δ16　（hnl）
6a1δbi通
6alδb§：
δa1δδ浸
6a16　gy至：
6a16　gy三：6a
6a1δ　gyi：bi通
6a玉au？　oa
6alau？　tau通
6alau，　hpを：
da　9孕
dagqd？
da　hni
da　gyauり
d註mo
dadひ
d盃　1ε：（11：）
d設9つ：
d盃hma
da　hma
d置htε？
d言tauil
da　ta瞬hm4
d護1aup
da　玉auP　hma
d言1δ
dab§：
da　6a
のようには
したぐらいで
のように
のよう
のように
のようだけ
のようにばかり
のようにのみ
のようにばかり
ほどは
ほども
ほどは
のは
のは
ので
ので
ので
のは
のも
のは
のは
のは
よりも
のも
のにもかかわらず
ほど
ほども
ように
のでは
だけを
da　gyi：
hma　6a
hma　hpyirJ
hma　nε
hma　mo
hm義dε？
h憩浸hma
hma　6a
hma　tau亘
h恥ai〕：tau導
hma爵：6盃
hma癖：bi面
hma看：1葦：
ばかりが
だけ
からには
（こと）と
から
（こと）よりも
ことは
（こと）だけが
（こと）さえも
ということさえ
ということだけ
ということさえも
ということをも
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